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①日常から環境保全意識を高め
る取り組み

・ルベシベ川などで、生き物
調査などを通じた環境保全を
意識を高める取り組み（企画
環境課で実施）。

②共同作業による美化清掃活動・
環境保全活動

・ニセコ山系クリーン作戦（ニ
セコ山系連絡協議会）

③エコツアーや地域環境貢献型の
ツアー造成
①地域環境に調和した節度ある
開発事業を推進

・準都市計画、景観条例

②リサイクルや温暖化防止対策な
どの推進
③環境保全活動を支援する寄付
等の募集

・グリーンバイクプラス

④ニセコらしい景観の保全、育成
の推進

・景観緑肥の助成（農政課で
実施）

⑤環境に配慮したエネルギーの使
用

・ニセコ町民センター（ＭＩＣＥ）

①地域内に向けた観光情報の発
信
②観光事業所などと連携した実践
的な学ぶ機会の創出
③さまざまな教育機会を活用した
地元を知る（考える）機会の創出
④英会話を学ぶ機会の創出 ・英会話教室（国際交流員）
①特技を生かせる仕組みの構築 ・温泉ソムリエの活用（温泉

部の検討）
Ⅲ.1.②温泉の
魅力の再考

②認定ガイドの活用と新たな認定
制度の検討

・地域検定（ぐるっと羊蹄まち
しるべ）

③地域リーダーやプロデューサー
の育成

プラットフォーム（ニセコ観光
圏）

H26 インターン
シップ、協力
隊の活用

・人材、人手不足の解消と、ニセコのよさを回
りに伝えてくれる役割にもなる。
・わざわざ海外に研修に出さなくても十便ニセ
コで学べる。
・地域おこし協力隊を数十人入れている自治
体もある。

・インターンや協力隊はそれぞれ目的がある
ため、それとマッチしなければならない。

官・民 各イベントや地区に入っての
協力

①まちなかイベントの開催 ・ニセコフェステバル、七夕の
夕べ、キラキラ市

②地域内イベントの支援、連携の
強化

H25 ニセコマラソ
ンを観光イベ
ントに

ニセコマラソンと観光を結びつけることができ
ないか
マラソン以外に違う種目（トレイルランなど）
・ウエルカムパーティー開催
・ランニング用品の開発者と参加者とのコミュ
ニケーション

・内容の具体化、コンセプトの再構築が必要。 観光協会 ・Nisekoマラソンテント村（観
光協会・商工会）
・ｼｰﾆｯｸﾔｷﾆｸナイト
・H27～ビュープラザ収穫祭
（観光協会・直売会・出店者
連携）

Ⅶ.1.②スポー
ツイベントの促
進

③ニセコの文化を生かした交流の
場の創出
④リゾート観光エリアと市街地商
店街との連携

ニセコフェスティバル

ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

Ⅰ．環境との調和　～
四季の自然と景観を
保持し、調和のとれた
リゾート地に ～

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

Ⅱ．人材育成・交流
～ 人が地域を元気
に、人が観光の魅力
に ～

１．環境保全意識の醸成、
保全活動の実施

２．環境や景観に配慮した
リゾート地づくり

３．地域の力となる交流の
場の創出

２．さまざまな知恵、技術
を持つ人材の育成と活用

１．観光や地元を学ぶ機
会の創出

1／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）
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ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

４．観光客を温かい心で迎
える意識の向上

①おもてなし意識の向上を図る運
動の実施

H26 ニセコ駅の
第一印象の
向上

・声かけ運動など、おもてなしの挨拶をするこ
とは、訪問客にとって気持ちのいいこと。
第一印象を高めることはとても旅が楽しいも
になる。
・駅前エリアは、綺羅乃湯、駅の建物の雰囲
気や植栽、カボチャなどお客様が集まるランド
マーク化している。中央倉庫群とも連動して集
中して投資していく価値があるエリア。ライオ
ンアドベンチャーもあり、スポーツの拠点とし
てもいい。

◎「駅」ﾌｧｰｽﾄｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ向上
・ニセコ駅のおもてなし放送復活（観光協会）
・ニセコ駅バリアフリー化（簡易型リフトなど）
→トイレのバリアフリー化などJRへ要望、H28
はニセコ駅リフレッシュ化予定
・待合室が暗い雰囲気、モニターを設置して、
ニセコのイメージＤＶＤなどを流してはどうか。
→待合室に木テーブルとイス設置し、雰囲
気・利便性改善
・駅前の鳥瞰図なども、施設データの更新な
ど非効率であり、デジタルデータなら旬の情
報を提供しやすい。
→デジタルサイネージ（H27観光圏による地
方創生事業）（駅以外も）
→H27ニセコ駅の情報多言語化、ウェルカム
看板整備（観光協会による振興機構補助事
業）

官・民（観
光協会）

おもてなし事業（観光協会）
・植栽、カボチャによる景観形
成
・カメラ台設置（H26.7）
・駅舎天井の煤払い実施
（H26.9）
・臨時特急ヌプリ・ワッカ号（8
月～9月）やＳＬニセコ号（9月
～11月）運行時のおもてなし
※SLニセコ号はH26で休止
・H27.9.5～11.3（土日祝）特急
ニセコ号おもてなし
・H28JRニセコ駅のリフレッ
シュ化予定

①ビューポイントの創出 ・ニセコ町景観条例「ふるさと
眺望店」（2箇所）
・宮山の活用（千本桜）
・幻の滝調査（観光協会）

②温泉の魅力の再考 H26 温泉ソムリエ
の活用

50数名居る「温泉ソムリエ」を活用 ･観光協会によるリスト作成、情報発信（この
施設にはこんなソムリエが居るよ）→温泉ＭＡ
Ｐにおとしこむ
・ソムリエの活動を支援していく仕組み

官・民 ・温泉マップ、湯めぐりパス
・温泉ソムリエの活用
・ニセコ温泉部の活動

③既存施設の魅力強化 H22-23 ＪＲニセコ駅
でのイルミ
ネーション実
施

冬期においてＪＲニセコ駅駅舎をＬＥＤロープ
ライト、ＬＥＤで作成した雪の結晶で装飾する
ことで、新たな観光資源の創出。

観光活力再生緊急対策事業補助金を活用し
中央地区活性化推進委員会により実施。

H24.3完成 観光協会 ・H26～点灯式イベント

H22-23 「ニセコフット
パス」の作成

新たな観光素材の提供 3種類各5,000部発行。
ニセコ・ようていフットパス推進協議会での検
討に参加し、「田畑と風景のさと道」のコース
案を提案。
コース現地を調査し、見どころなどを精査し
た。

H23.10完成 官・民 ふっとパスイベント ※在庫なし

H24 川と親水施
設の活用

・子どもが遊べるスペースとあるが、確かに施
設が少なくなっている。
・尻別川があるのに、町内では水辺で遊ぶ、
お手軽な親水スペースがない。

・内容具体化
・安全面、要施設整備？、経費

官・民 ・H27イトウ保護施設

H24 景観、自然
環境

・ピクニックをしたり、写真を撮ったり、花を見
たり、利用者がそれぞれ楽しめる公園がある
といい。
・クローバー摘みなど、親子やカップルでコ
ミュニケーションが取れるような仕掛けがある
といい。

・内容具体化
・以前、商工会主体で花畑整備の構想を作っ
た。町内で羊蹄山やアンヌプリが見通せるな
ど、立地条件の良い場所はある。ただ、費用
がかかりすぎるため実現に至ってない。
・既存の公園（アンヌプリ森林公園、桜ケ岡公
園、差フォーク牧場など）の利活用

官 ・景観緑肥の助成（農政課で
実施）
・H27中央倉庫群内に新たな
公園

１．観光資源の創出、見直
し

Ⅲ．地域資源の活用
～ 地域の価値を高
め、地域内経済の活
性化を ～

Ⅱ．人材育成・交流
～ 人が地域を元気
に、人が観光の魅力
に ～

2／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）
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ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

H24 多様な観光ﾒ
ﾆｭｰづくり

・ニセコ町は夏も体験メニューが豊富。ひらふ
地区もコンドミニアム利用の長期滞在が増え
ているが、それでも夏の賑わいはニセコ町が
中心。もっと夏をメインでＰＲしてもいい。

・内容具体化
・ニセコフェステバルなどのイベントや着地型
観光商品の情報発信

官・民 ・ニセコフェステバルなどのイ
ベント

H25 雪を使った
遊び体験

スキー等を滑らない人が雪を使って遊べるよ
うにしたい

・内容具体化 民 ・スノーシューなどのツアー

H25 アートを活用
した観光振
興

アートを活用した観光振興を促進できないか
・芸術作品をニセコ土産に

・土産品自体はある。
・内容の具体化
・協力依頼必要

民 ・中央倉庫群をアートの拠点
になど検討（建設課）

H26 イルミネー
ションの拡充

中央倉庫、サイレン坂まで延長することで、ニ
セコ駅前の活性化と市街地へのつながり

・費用対効果
・駅前活性化の再検討（イルミのほかにも植
栽、かぼちゃ、桜ケ岡公園など）

官・民

H26 アーティスト
の活用

・地域にはたくさんいる。もっと活かす方法。 ・内容具体化、活動支援必要か
・綺羅乃湯のホールや中央倉庫などを利用し
たサテライトショップ（冬は高いものも売れる
時期）
・それをきっかけに工房に行ってもらう

民 ・中央倉庫群をアートの拠点
になど検討（建設課）

H27 星空の観光
資源化

アイルランドでは“ダークナイト”
寝そべって星を見られるようなデッキのような
ものがあれば

民間で徐々に実績を広げていけば。 民

２．地場産品の地域ブラン
ド化

①地場産品の品質を保障するしく
みづくり

民 ・イエスクリーンの取り組み

②地場産品の使用促進 H26 農家からの
情報発信

・新しい作物ができたら宿泊施設などに情報
発信できないか
・農業と宿泊施設の連携

・仕組みづくり 民

③地場産品を活用した商品の開
発

H25 有機野菜に
ついて

・農作物の付加価値としてオーガニック。
・安全安心を求める方は増えてきている
・買い取ってくれる方がいれば農家は作りや
すい
・ビュープラザで有機野菜の販売を取り組め
ないか

・採算性、作り手 民 ・農産物加工化支援事業補
助金（農政課）

H25 ニセコのお
土産

・お客さんはニセコの何かを買って帰りたいも
の
・お土産には食べ物以外もある。服を記念に
買っていく人がいる

・既にニセコにはいろいろなものがあり、それ
がお土産となっている
・ニセコ産原料にこだわると大量生産が出来
ない
・ターゲットを絞る

官・民 ・ニセコビール
・蔵人衆シリーズ
・フードコミッション

１．観光資源の創出、見直
し

Ⅲ．地域資源の活用
～ 地域の価値を高
め、地域内経済の活
性化を ～

3／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）
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ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

３．観光事業所における地
域内消費額の増加

①地域内調査の実施 ・H27観光県事業による経済
波及効果調査実施

②事業者同士の意見交換の場の
確保
③事業者と生産者との連携を支援
するしくみの整備

H25 農業の宿泊
体験につい
て

規制緩和により農業の宿泊体験（農家民泊）
がやりやすくなった。また、農家レストランなど
も同様なので観光戦略として活用できない
か。

・既存の宿泊施設が多いので、農業体験との
連携との商品化が現実的か
・受け入れ農家の情報整理

民 ・インバウンドとして、受け入
れ可能農家紹介
・ビュープラザ直売会

H26 観光資源の
強化（飲食
店）

・日曜日はお店が休み
・町内のキャパではヒルトンだけで500名が溢
れる→倶知安へ行ってしまう
・消費するところが無い・2泊目、3泊目につな
がらない

・市街地は日曜日のニーズが少ない。どう変
えていくか。
・中央倉庫群の活用（屋台村などの試験的運
用、チャレンジショップ）
・2次交通必要（ＮＦＰ、湯めぐりバス）
・バスを降りて入る店がないと悲惨。事前に
要予約、定休日や営業時間をＭＡＰに載せる
ことも必要。また、定休日をずらす等ができな
いか。
→予約しても来ないリスクはある。キャンセル
料をとるのも難しい。
→カード、ＡＴＭ情報必要
・H26飲食店のＭＡＰ（商工会で作成）。
→駅からの距離感がわかるもの。歩いていけ
る距離かタクシーを使うべきかの判断がしや
すい。
→飲食店にも、バスのことを詳しく情報提供
必要。
→ﾀｸｼｰにも情報提供。いつもﾀｸｼｰが足りな
い。帰りの足はﾀｸｼｰになるということをﾀｸｼｰ
会社にもｱﾅｳﾝｽが必要。
→ﾀｸｼｰの外のエリアから参入も検討されてる
が、積極的でない。それほどのお客はいな
い。
・ﾎｯﾄﾍﾟｯﾊﾟｰのｱﾌﾟﾘのように、そのエリアにき
たら飲食店が自動的にでるようなｱﾌﾟﾘがあれ

民 ・H26～商工会によるテーブ
ルサーチニセコサイト（魅力
アップ事業）
→通年化した方が良い

H22-23 新キャラク
ター「アニッ
キー」の作成

ブラックニッキーの作成（悪役） イラスト及び着ぐるみを作成し、「アニッキー」
として「ニッキー」とともに町内イベントや観光
プロモーションなどで活用中。

H23.3完成

H25 ロゴマークに
ついて

ニセコ町のロゴマーク活用推進
・ニセコのロゴマークを入れるだけで売れると
思う
・ロゴマーク入り商品を観光協会で作成し、各
施設に卸すなど

・町の使用承諾あれば、商品として活用可能
・使い方、広め方の方針検討
・商標登録の検討→”信用”の保証

民 ・民間商品としても活用され
ている
・H27観光協会で日本手ぬぐ
い作成

H26 ニセコマーク
のステッ
カー、
ピンバッジの
作成

・シールは全ての世代に人気があり、スーツ
ケースやスノーボードに手軽に貼ることができ
るため、プロモーション効果は大きい。
・町内事業者がジャケットに同じピンバッジを
つけることで、ニセコの統一感とおもてなしの
印象。

・配布用、販売用、季節限定など
・活用方法（作ったものを活かす事業）
・土産→遊び心のあるデザイン（形の検討）
・ピンバッジに名刺大の台紙をつけることで、
記念品感（ｱﾝﾇﾌﾟﾘ登山記念など土産）
・おもてなし講座などの受講者や温泉ソムリ
エのみが持つバッジなど人材育成と絡める

H27現在、観
光協会にお
いてＮマーク
のピンバッジ
とステッカー
作成準備中

民 木下委員

②映像などのイメージコンテンツ
作成

H25 ニセコ町のイ
メージＤＶＤ
の今後

・ＤＶＤに収録されている情報が古くなってい
る
・内容はターゲットを絞って作成したほうが良
い

・ニセコ町だけのものでよいのか。ニセコエリ
アとした内容にするのか。ニセコ観光圏での
作成を視野に。
・Youtubeなどの活用
・必要性、利用方法の検討

官・民 ・H27動画部分更新作業中

Ⅳ．プロモーション活
動の強化　～ 情報管
理体制の強化と戦略
的活用 ～

①キャッチフレーズやロゴなどの
作成

１．地域イメージの発信

4／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）



観光戦略会議提案項目Sheet 2015/11/13

ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

③固定客への情報発信 ・東京ニセコ会、ニセコ観光
大使

H22-23 ニセコ町観
光パンフレッ
トの作成

途切れなく観光客の手に届くパンフが必要 これまでの「リゾート・ガイド・オブ・ニセコ」に
代わるパンフを新規作成。ニセコ町の歴史や
「ニセコルール」を新たに盛り込むなど、情報
の充実化。

H23.11完成
H25リニュー
アル

・H27部分更新

H22-23 ニセコ町観
光マップの作
成

途切れなく観光客の手に届くパンフが必要 大量に頒布できる観光資料として、町内の宿
泊施設、飲食店等を網羅した観光マップを新
規に作成。坂道の勾配情報なども盛り込み観
光客の利便性向上を図った。

H23.11完成
H25リニュー
アル

・H27部分更新

①観光情報を一元管理する体制
づくり

H24 観光に係る
情報戦略に
ついて

ニセコのイメージづくり、こだわりにスポットを
当てた情報発信、事業者自らがオンライン入
力することによるリアルタイムインフォメーショ
ンシステムの構築等

・経費、手法 官・民 ・ICT化実証事業（防災やなだ
れ情報、観光情報や飲食店
情報をWifiによりリアルタイム
で配信（企画環境課）。

H26 デジタルサイ
ネージ

リアルタイムの情報発信・多言語化 ・H27ニセコ観光圏による地域創生事業で実
施

官

②観光客の要望に応えるコンシェ
ルジュ機能の強化

H25 ラジオニセコ
における観
光情報につ
いて

・ラジオニセコの観光情報番組（土日）をもっと
良いものに。
・観光客がラジオニセコを知らない
・観光客が集まるところで生放送
・イベントや新店舗などを情報共有
・観光客は毎日聞いているわけではないの
で、再放送でも大事な情報
・タイムリーな情報（花や雪状況）

・番組の再構築、検討
・ラジオニセコそのもののＰＲ（スタンドなどで）

観光協会

①観光需要調査の実施 H22-23 観光客満足
度調査の実
施

まずは情報収集、方向性を見出すため ニセコ町を訪れた観光客に対し各分野におけ
る満足度を調査したほか、客層毎の立ち寄り
傾向や消費額なども調査し、観光施策を検討
する上での基礎資料を収集した。

H22年度冬
期、H23年度
夏期

・H27経済波及効果調査（観
光圏事業）

②地域情報の共有
③市場に応じた戦略的情報発信
①コンベンション誘致に係る体制
整備

・町民センターの改築でコン
ベンション対応

②コンベンションに係る情報収集 ・コンベンション協会
③コンベンション誘致のための情
報発信

町民センターパンフ（英語版
も）作成
・ＭＩＣＥの誘致、プロダクトマ
ニュアル

④他市町村との連携 ・札幌市とMＩＣＥ協定済み
①教育旅行についての現況把握

②教育旅行誘致に向けた情報発
③教育旅行受入のための体制整
備

・H25近畿日本ツーリスト職員
派遣（観光協会）

６．映画やテレビ番組の撮
影支援

①撮影の円滑化に向けた支援 ・随時対応
・フィルムコミッション

７．各種視察旅行に対する
支援

①視察の円滑化に向けた支援 ・役場で受け入れ態勢整備

Ⅳ．プロモーション活
動の強化　～ 情報管
理体制の強化と戦略
的活用 ～

５．教育旅行の誘致強化と
受入体制の充実

４．大規模な会議などの誘
致

２．観光情報の収集、発信
の強化

１．地域イメージの発信

３．地域情報の戦略的活
用

5／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）



観光戦略会議提案項目Sheet 2015/11/13

ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

①戦略的な連携関係の構築

②広域でのプロモーション活動の
強化

H26 広域パンフ ニセコエリアのパンフレットができないか ニセコエクスプレスがある

③広域での情報連携の強化

④「（仮称）ニセコ観光局」設立に
ついての検討

★ニセコ観光圏に認定

①案内表示などの充実 H25 案内看板の
ルール、縦
看板、のぼり
の整理につ
いて

長期間設置されている看板類が目立つ
管理もされていないので、一度整理したほう
がよいのでは

・国道等に設置されている看板の標記も見直
しが必要
・ウェルカム看板、鳥瞰図の更新、撤去、必
要性の検討
・民間の所有物
・観光圏（広域）での検討

官 ・ニセコ町景観条例、準都市
計画、北海道屋外広告物条
例

②外国語対応の支援 ・メニューやポスターなど英訳
支援（役場職員、国際交流
員）

①公共交通機関に関する情報提
供の強化

H26 ・外国人はＷＥＢで路線をチェックするので、
ＷＥＢ掲載が必要。しかし、（日本の）時刻表
の見方がわからない人が多い。また、バス停
での表示もわかりやすく工夫すべき。

・デジタルサイネージ（H27観光圏による地方
創生事業で実施）
・駅での表示多言語化（H27観光協会）

②地域内交通の充実 H26 二次交通の
取り組み

・ニセコ駅での交通難民解消をどうするか。
（駅・市街地←→ホテルエリア）
・バス、タクシー不足

H26年度の冬は、ＮＵＳと湯めぐりバス、ナイト
号が統合して運行。
・H27においては旧湯めぐり路線を新たなス
キームで実施、路線数増便決定

・にこっとバス
・湯めぐりバス
→H26はＮＵＳとの統合運
行。観光協会で北海道観光
振興機構の補助事業を利用
し、町内飲食店と協力し地元
食材の提供と情報発信、域
内交通の充実を図り、市街地
への飲食店に呼び込む企画
を実施。

③運行ダイヤの適正化
④移動時間を楽しめるメニューの
開発

・グリーンバイクプラス

①レジャーの安全性を高める取り
組みの実施

・ＩＣＴ化事業による基盤づくり
取り組み中（企画環境課）

②安全・安心な歩行空間の確保 ・アンヌプリ地区の歩道整備
（建設課）、街路灯のＬＥＤ化

①観光協会による地域振興事業
の強化

・H27～事務局長を配置し、
人員増など体制強化

②観光振興に資する組織の育成
③新規事業参入の促進 H27 ペンションの

高齢化
ペンション経営者の高齢化が進んでいる中、
外国人㋑買われていくケースが増えている。
若い経営者が研修を兼ねて、最終的に買い
取れるような支援制度。

・すでに「賑わいづくりサポート事業補助」が
ある。

・ニセコ町にぎわいづくり起業
者等サポート事業助成制度
（商工会）
・人材育成セミナー「地域資
源活用ビジネスコース」（商工
会）

５．きめ細かな施設整備の
検討

①地域特性を活用した施設整備
の検討

H25,26 バーベ
キューが出
来る場所

町内にバーベキューを自由に出来る場所
コミュニティ造成の場、町内、町外の人々が交
流する場の提供手段の一つとして
・住民向け→ニセコに住む楽しさ
・観光客向け→パッケージ商品として提供

・場所の選定（法的な規制は問題無し）
・近隣への騒音・煙・臭い
・ごみの問題（環境モデル都市としての対応）
・炭（火）の適正な管理（芝・アスファルトはダ
メ）
・管理協力金、管理人必要か
・地元へ金が回る仕組みが必要
→手ぶらパッケージプラン、地元食材や地元
商店の活用
※京極ふきだし公園は利用者が少ないのが
課題（年間10-15組程度）
・管理、運営主体の負担と費用対効果

保留
・きっちり整
備したものへ
※サフォーク
牧場などの
再整備等が
動けば

官・民 ※ヒラフのニセコバービー企
画（ＯＧビーフプロモーション）

６．「道の駅」整備について
の検討

①「道の駅」整備についての方針
の整理

H27 椅子テーブ
ルの追加

滞在場所が少ないため、中庭の椅子テーブ
ルを増やしては。

・H27予算要求するも配当ならず。今後、財源
確保も念頭に再要求を検討

・H25再整備基本構想策定
・H26重点道の駅選定

１．誰もが快適に利用でき
るリゾート地づくり

４．事業者活動の活性化

３．安全に配慮した観光地
づくり

Ⅴ．広域観光の推進
～ 広域連携による魅
力の強化 ～

Ⅵ．受入れ環境の整
備　～ 誰もが来訪・
滞在しやすい環境づく
り ～

１．広域的な視点を持った
リゾート地づくり

・ＶＪ事業（札幌、小樽、函館
などとの連携）
・北海道新幹線開通など、道
南との連携
・後志（余市方面）、ニセコ山
系観光連絡協議会

２．公共交通の利便性の
向上

6／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）
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ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

①スポーツをテーマとした情報発
信

②スポーツイベントの促進 H25,27 ニセコマラソ
ンを観光イベ
ントに

ニセコマラソンと観光を結びつけることができ
ないか
マラソン以外に違う種目（トレイルランなど）
・ウエルカムパーティー開催
・ランニング用品の開発者と参加者とのコミュ
ニケーション
・現在は、競技（記録）中心となっていて、走っ
てジャガイモもらってすぐ帰ってしまっている。

・内容の具体化、コンセプトの再構築が必要。
→（実行委員会へ会議録送付）

観光協会 ・テント村によるおもてなし(特
産品や観光案内）

Ⅱ.3.②地域内
イベントの支
援、連携の強
化

H26 スポーツイベ
ントの開催

・スポーツによるまちづくりのツールとして
・アイアンマンジャパンなど世界に発信できる
イベントにより「スポーツの聖地」としての印象
づくりから。
・気候や地形などの条件が様々なスポーツに
適している環境だということを発信

・内容の具体化
・緩和する規制とは

官・民

①スポーツ愛好者の需要を踏まえ
た環境整備

H24 サイクルツー
リズム

・日本全体で、相当な自転車ブームがきてい
て、スポーツバイクユーザーに限らず、幅広く
広がっておりニセコの観光振興の目玉となり
つつある。
・サイクリング専用コースがあれば最高。
・自転車に乗って良いと思えるのは、有島・羊
蹄エリア。有島記念館に自転車貸出所があれ
ば、デマンドバスの利用とセットで楽しめるの
では。
・マップ・サインの整備も必要。また、既存道
路でもブリーチングや路面の凍上箇所、側溝
の蓋などの改善で対応可能。

・施設整備は広域で観光圏の制度を利用す
るなど検討
・コースの用地
・グリーンバイクの発展（札幌のポロクルのよ
うな運用システム、スポンサーなど）の検討
→H27からグリーンバイクプラス開始（電動ア
シスト5台、電動バイク3台導入でのぼりの移
動も楽に。売り上げの一部を環境保全事業
へ寄付）

官・民 ・アイアンマンJAPAN、ニセコ
クラシック、ネイチャーライド
ニセコ、洞爺グランフォンド、
ヒルクライムなどへの協力
・自転車スタンドの設置

H26 スケートボー
ドパーク

・屋内であれば通年利用可能
・ニーズはある（世界的にエクストリームス
ポーツのブームがある）
・スケートボードをやっている人はスノーボー
ドもやっている確率が高く、通年で呼び込める

・経費、採算性
・駅前倉庫などの可能性
・既存施設のＰＲ不足解消
・既存の施設（ﾉｰｻﾞﾝﾘｿﾞｰﾄｱﾝﾇﾌﾟﾘ）を活用し
た継続的なスクールや大会イベント
→H27委員中心のワーキングにより検討する

民 ・ノーザンリゾートアンヌプリ
のテニスコートを再利用し、
ボードパークを設置（観光魅
力アップ事業を活用）
→ニセコエクスプレスに掲載
済

②スポーツ施設整備の検討 H26 合宿利用
ニーズに対
応

・学生やスポーツチームの合宿誘致により、
交流やつながり

・合宿対応可能な施設の整備
・合宿利用による採算性

官・民 ・サッカー場の建設計画（絵
は描いている）

H26 アスリート育
成、活用

・ニセコ発のアスリート育成
・アスリートをうまく活用してニセコの環境をア
ピール

・環境整備
・資金的な支援（民間の協賛）

・COWパレードオークション売
上金による育成法人

３．プロスポーツ団体との
連携

①北海道日本ハムファイターズと
の連携

・スポーツ教室や、食育（教
育委員会）

１．スポーツを目的とした
旅行の促進

Ⅶ．スポーツ観光の
振興　～ スポーツに
よる感動・交流の創
出 ～

２．スポーツを快適に楽し
める環境の整備

7／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）
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ニセコ町観光振興計画における主要施策

大分類（基本戦略） 中分類（主要施策） 実施事業

観光戦略会議における提案・実施

提案年度 提案事項 実施理由・主旨・目的・内容 関連事業等の実施状況実施時期 予算化 主担当 備考実施・検討状況、実施上の課題、対策

１．ヘルスツーリズムの推
進

①温泉を活用したヘルスツーリズ
ムの推進

・温泉部、湯めぐり名人

２．観光客１人当たりの消
費額を増やす取組

①ニセコらしい高付加価値を持つ
観光コンテンツの開発・発信

H24 シニア層対
応

・シニア層の満足度の低さから、夏のニセコの
体験メニューは、若者向けが中心だった。シ
ニア層は何を求めているのかを考え、ニセコ
の観光資源を結び付加価値を高めて、提供し
ていく取組みが必要。
・日本のシニア層は、グレードが高い難しさが
ある。豪華客船や世界遺産めぐりなどの客
は、今はほとんどシニア層。単に自然の良さ
だけでは満足しない。人工的でもハイクラスな
演出も必要。逆にいえば、日本のシニア層に
満足いただけるようになれば、観光地として
の評価も上がる。

民 ・民間資本によるショッピング
モール建設、コンドミニアム建
設

３．子どもや孫にも役立つ
旅行の提案

①インターナショナルスクールとの
連携

・HISシーズナリースクールと
宿泊施設の連携
・エヂュバケーションの推進
（北海道生活2015.6-7月号に
広告記事掲載）、NHK放送

①既存資源の活用

②地域をゆったりと楽しめるアク
ティビティの造成

③長期滞在化の支援 ・移住体験ちょっと暮らし（企
画）

企画環境課

①移住者の暮らしの紹介 ・移住パンフ（企画） 企画環境課

②長期滞在者の暮らしの紹介 企画環境課

③日常情報の発信 企画環境課

３．環境にやさしい暮らし
の紹介

①自然環境を軸としたエネルギー
循環の紹介

企画環境課

その他

Ⅷ．シニア層増加、総
人口減少へのアプ
ローチ　～ 少子高齢
社会に向けた対応 ～

Ⅸ．ニセコに滞在する
魅力の発信　～ 長期
滞在から移住へ ～

２．ニセコ町での暮らしの
紹介

１．滞在を促進する観光メ
ニューづくり

8／8 （凡例 ： ピンク＝実施済み、黄色＝今年度提案・話題項目）


